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「
沖
縄
県
」
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年
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東
系
列
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
対
策
工
事
施
工
に
か
か
る
導

水
路
ト
ン
ネ
ル
長
期
運
用
停
止（
〜
２
月
５
日
）

沖
縄
県
総
合
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
局
記
念

式
典

知
事
に
よ
る
南
大
東
村
及
び
北
大
東
村
へ
の
知
事
行
政

視
察（
〜
１
月
18
日
）

沖
縄
の
基
地
問
題
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

2日

新
た
な
行
財
政
改
革
の
計
画「
沖
縄
県
行
政
運
営
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
平
成
30
年
度
〜
平
成
33
年
度
）を
策
定

謝
花
喜
一
郎
副
知
事
就
任

米
軍
機
F
ー
15
戦
闘
機
が
沖
縄
本
島
南
部
の
洋
上
に
墜
落

沖
縄
県
内
初
の
児
童
心
理
治
療
施
設
が
開
所

12
年
ぶ
り
に
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
お
き
な
わ
第
３
版
菌
類
編
・

植
物
編
発
刊
が
改
訂

水
道
広
域
化
に
よ
る
粟
国
村
へ
の
水
道
用
水
の
供
給
開
始

沖
縄
M
I
C
E
ブ
ラ
ン
ド
発
表

28日

第
７
次
沖
縄
県
医
療
計
画
の
策
定

27日

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
沖
縄
県
地
方
事
情
御
視
察

行
幸
啓（
〜
３
月
29
日
）

31日

他
国
地
位
協
定
調
査
中
間
報
告
書
を
公
表

暴
力
団
対
策
課
か
ら
組
織
犯
罪
対
策
課
へ
課
名
変
更

4月
27日

沖
縄
県
に
よ
る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
の
一
部
施
設（
首
里

城
地
区
内
施
設
、
海
洋
博
覧
会
地
区
内
施
設
）の
管
理
に

つ
い
て
、
国
と
沖
縄
県
に
お
い
て
実
施
協
定
を
締
結

「
沖
縄
鉄
軌
道
の
構
想
段
階
に
お
け
る
計
画
書
」策
定

平
成
29
年
度
県
産
畜
産
物
の
輸
出
量
が
1
0
0
ト
ン
超

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
洋
科
学
研
究
所（
A
I
M
S
）と
の
サ

ン
ゴ
・
オ
ニ
ヒ
ト
デ
研
究
連
携
協
定
締
結

安
室
奈
美
恵
さ
ん
に
県
民
栄
誉
賞

環
境
省
が
全
国
で
実
施
さ
れ
た
水
浴
場
水
質
調
査
を
と

り
ま
と
め
て
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
県
内
で
今

年
調
査
し
た
18
水
浴
場
の
う
ち
、
15
地
点
が
Ａ
Ａ
ラ
ン

ク
と
な
り
ま
し
た

沖
縄
I
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
O
）

設
立
・
本
格
稼
働

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
愛
称
が「
タ

ピ
ッ
ク
県
総
ひ
や
ご
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
」に
決
定

9日

普
天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
作
業
部
会
の
開
催

18日24日

美
ら
島
レ
ス
キ
ュ
ー
2
0
1
8
の
開
催（
〜
７
月
19
日
）

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
が
平
成
30
年
度
外
務
大
臣
表

彰
を
受
賞

24日

ハ
ン
ガ
リ
ー
空
手
連
盟
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
協
定
締
結

27日

翁
長
知
事
が
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に

係
る
公
有
水
面
埋
立
承
認
の
取
消
し（
撤
回
）に
向
け
た

手
続
き
に
入
る
こ
と
を
表
明

国
民
健
康
保
険
が
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
と
な
る

1日
「
沖
縄
県
の
契
約
に
関
す
る
条
例
」を
施
行

県
内
で
麻
し
ん（
は
し
か
）が
流
行
。
外
国
人
観
光
客
か

ら
感
染
が
拡
大
し
１
０
１
名
が
感
染
。
観
光
へ
も
影
響

第
１
回
島
酒
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
軌
道
桁
連
結
式
典

6日

沖
縄
子
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
へ
の
寄
付
金
が
累
計
で

１
億
円
を
突
破

26日31日31日

沖
縄
県
、
済
州
特
別
自
治
道
、
ハ
ワ
イ
州
及
び
海
南
省

の
４
地
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
サ

ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
済
州
特
別
自
治
道
に
て
開
催
し
、

共
同
宣
言
に
署
名

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
係
る
公
有
水
面

埋
立
承
認
の
取
消
し（
撤
回
）

15日

今
期
の
県
産
モ
ズ
ク
生
産
量
２
万
ト
ン
超
え
〜
11
年
ぶ

り
の
豊
作

沖
縄
県
立
農
業
大
学
校
の
移
転
先
を
宜
野
座
村
に
決
定

8日

平
成
31
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
3
0
0
日

前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

23日

カ
フ
ー
ナ
旭
橋（
A
街
区
）竣
工
祝
賀
会

25日

明
治
1
5
0
年
記
念
平
成
30
年
度
全
国
警
察
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
個
人
戦
70
㎏
級
に
お
い
て
、
赤
嶺
麻
佑
選

手
が
県
警
察
初
の
優
勝

第
１
回
沖
縄
空
手
国
際
大
会
の
開
催（
〜
８
月
７
日
）

翁
長
知
事
が
急
逝

翁
長
知
事
と
の
最
期
の
別
れ

2日8日

全
国
知
事
会
が「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」を
全

会
一
致
で
取
り
ま
と
め
、
政
府
に
提
言

14日 13日

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ボ
リ
ビ
ア
沖
縄
県
人
移

民
1
1
0
周
年
記
念
式
典

1日

新
た
な「
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」が
開
業

1日

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
開
始

1日

那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
に
、
新
た
に「
沖
縄
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
」を
開
所

1日

新
県
立
八
重
山
病
院
開
院

4日

玉
城
デ
ニ
ー
新
知
事
就
任

5日

沖
縄
県
産
き
の
こ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

商
標
登
録

7日

全
国
高
校
生
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
で
真
和
志

高
等
学
校
手
話
部
が
県
勢
初
優
勝

7日

ダ
ム
貯
水
率
1
0
0
％
達
成

9日

故
翁
長
雄
志
元
沖
縄
県
知
事
県
民
葬

9日

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ
が
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
に

移
転
・
開
所

19日

文
化
審
議
会
は
国
指
定
重
要
文
化
財
の「
玉
陵
墓
室
石

牆
」を
国
宝
に
指
定
す
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

23日

第
９
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式

25日

水
道
広
域
化
に
向
け
北
大
東
島
の
施
設
整
備
に
本
格
着
手

1日

ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校
生
を
対
象
に
、
バ
ス
通
学
費
補

助
を
開
始

10月
26日
「
辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
立
て
の
賛
否
を
問

う
県
民
投
票
条
例
」の
制
定

28日
「
第
38
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
高
知
家
大
会
」に

お
け
る
水
産
庁
長
官
賞
受
賞

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」が

平
成
30
年
度
の
世
界
遺
産
推
薦
候
補
に
決
定

2日
「
お
き
な
わ
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
8
」

沖
縄
県
初
開
催
。
県
選
手
は
過
去
最
多
27
名
が
入
賞

（
〜
11
月
５
日
）

8日

沖
縄
県
航
空
機
整
備
施
設（
M
R
O
施
設
）完
成
式
典

11日

玉
城
知
事
が
初
訪
米（
〜
11
月
16
日
）

21日

多
良
間
村
の
新
製
糖
工
場
が
完
成

21日

水
道
広
域
化
に
向
け
南
大
東
島
の
施
設
整
備
に
本
格
着
手

29日
「
宮
古
島
の
パ
ー
ン
ト
ゥ
」を
含
む「
来
訪
神
：
仮
面
・
仮

装
の
神
々
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
代
表
一
覧
表
に

記
載
の
決
議

15日

沖
縄
の
海
と
川
を
赤
土
の
濁
り

か
ら
守
る
た
め
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
も
っ
ち
ん
」が
誕
生

沖
縄
県
立
図
書
館
が
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
A
街
区
に
移
転
開
館

15日

天皇皇后両陛下が約４年振りに来県さ
れ、沖縄戦没者墓苑での御供花や日本
最西端の地である与那国島への初訪問、
昨年開館した沖縄空手会館などを御視察
されました。

3/27

琉球泡盛の出荷数量の拡大や、その魅
力を県内外に発信するために、県と那
覇市が共催による「第１回島酒フェス
タ」が開催されました。

4/14

「デビューから25年にわたる輝かしい
活躍は、県民に大きな夢と感動を与え
るものである」と歌手の安室奈美恵さん
に対し、翁長知事から県民栄誉賞が贈
られました。

5/23

八重山圏域の新たな中核病院として、
医療需要の変化や大災害にも対応でき
る機能を備えた新県立八重山病院が旧
石垣空港跡地に新築移転され、10月１
日に開院しました。

10/1

モノレール旭橋駅周辺地区に那覇バス
ターミナル、県立図書館、グッジョブセ
ンターおきなわ、沖縄観光情報センター
等が入居するカフーナ旭橋（A街区）が完
成し、竣工祝賀会が開催されました。

9/23
故翁長雄志元県知事の功績を讃え、そ
の遺徳を偲び、冥福を祈念するため、
県民葬を執り行いました。

10/9

翁長知事の急逝に伴い、９月30日に県
知事選挙が実施され、10月４日、玉城
デニー新知事が就任し、初登庁されま
した。

10/4

翁長知事は、辺野古新基地建設に係る
公有水面埋立承認の取消し（撤回）に向
けた「聴聞手続」を開始することを表明
しました。（翁長知事、最後の記者会見
となりました。）

7/27

「第１回沖縄空手国際大会」を開催。50
の国と地域から延べ約3,200名が参加
し、世界中の空手愛好家が交流を図る
とともに、沖縄空手の技や平和の武で
ある精神性を学びました。

8/1

富川副知事を団長とする訪問団が、ブ
ラジル・サンパウログァルーリョス空
港に到着した際、ブラジル沖縄県人会
島袋栄喜会長らの歓迎を受けました。

8/2

沖縄平和賞は、平和を希求する沖縄の
心を世界に発信するとともに、国際平
和の創造に貢献することを目的として
創設され、第９回は日本国際ボランティ
アセンターへ贈賞しました。

10/23

県から過去最多の139名が出場し、技
能五輪で18名、全国アビリンピックで
9名と、ともに本県過去最多の入賞者数
となりました。

11/2

8/13

８月８日にご急逝された翁長雄志知事の
位牌などを載せたご遺族のお車が、県庁
に立ち寄りました。正面玄関前には多く
の県職員、県民が集まり、最期の別れを
告げました。

玉城知事は訪米し、沖縄県の過重な基地
負担の現状等について説明、対話をとお
して、米軍基地問題の解決に向けた理解
と協力を求めました。

11/11

　
８
月
に
、「
沖
縄
の
心
を
ひ
と
つ
に
」
を
掲
げ
、
沖
縄
県
政
を
け
ん
引
し
た
翁
長
雄
志
知
事
が
急
逝
さ
れ
ま

し
た
。
米
軍
基
地
問
題
で
は
沖
縄
の
苦
し
み
を
訴
え
、
子
ど
も
の
貧
困
に
か
か
る
基
金
の
設
立
に
尽
力
し
、

経
済
振
興
等
に
も
邁
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
新
知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
玉
城
知
事
は
、「
新

時
代
沖
縄
の
到
来
」、「
誇
り
あ
る
豊
か
さ
」、「
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
の
構
築
」
の
３
つ
の
視
点
を
あ
げ
、

経
済
や
文
化
、教
育
、福
祉
、保
健
医
療
、農
林
水
産
業
の
振
興
、安
心
・
安
全
な
県
土
づ
く
り
、基
地
問
題
な
ど
、

全
て
の
分
野
の
課
題
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
語
り
、
新
た
な
歩
み
を
力
強
く
進
め
て
い
く
年
と

な
り
ま
し
た
。

もっちん
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